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私
に
と
っ
て
無
錫
と
は
、上
海
に
次
い
で
気
に
か
か
る
存
在
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
清
末
以
来
経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
輸
出
産

業
の
発
展
を
担
う
た
め
に
、
上
海
に
拠
点
を
置
く
在
華
外
国
企
業
と
密

接
な
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
国
家
体
制
を
根
底
か

ら
掘
り
崩
す
勢
力
の
出
身
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
古
く
は
、
薛
福

成
・
薛
南
冥
親
子
、
栄
宗
敬
を
筆
頭
と
す
る
栄
家
一
族
、
そ
し
て
最
近

な
ら
あ
の
周
永
康
の
名
前
を
挙
げ
れ
ば
、
読
者
諸
氏
も
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
こ
の
街
は
中
国
の
対
外
経
済
関
係
を
考
え
る
上
で
避

け
て
通
れ
な
い
実
業
家
、
官
僚
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
上
海
を
拠
点
と
す
る
外
国
勢
力
と
の
密
接
な
関
係
を
踏
ま

え
た
輸
出
産
業
に
よ
っ
て
、
無
錫
の
街
は
い
か
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ス
タ
ー
大
学
で
教

鞭
を
と
る
新
進
の
中
国
近
現
代
史
研
究
者
が
十
年
以
上
の
歳
月
を
か
け

都
市
の
発
展
と
「
二
重
構
造
」
支
配　本
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て
行
っ
た
民
国
期
無
錫
発
展
史
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
著
者
に
と
っ
て

無
錫
は
、
こ
の
時
代
の
中
国
に
あ
っ
て
「
都
市
化
」
と
は
何
か
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
管
理
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
、

そ
れ
ら
が
住
民
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る

具
体
例
で
あ
る
。

　

無
錫
の
「
都
市
化
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
社
会
資
本
の
整
備
に
象

徴
さ
れ
る
進
歩
と
近
代
を
集
約
し
た
場
所
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
清
末

民
初
以
来
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
た
の
は
、
前
述
の
薛
家
、
栄
家
に
代

表
さ
れ
る
地
元
有
力
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、清
朝
か
ら
日
本
占
領
軍
、

日
本
傀
儡
政
権
と
、
自
分
た
ち
を
支
配
す
る
権
力
者
の
顔
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
時
代
に
あ
っ
て
如
何
に
し
て
無
錫
の
社
会
資
本
整
備
、
維

持
に
腐
心
し
た
の
か
。
著
者
は
、
上
は
江
蘇
省
政
府
文
書
か
ら
下
は
無

錫
の
県
庁
公
報
に
至
る
数
多
く
の
中
国
語
公
文
書
を
丹
念
に
読
み
抜
く
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こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
過
程
を
一
冊
の
学
術
書
に
ま
と
め
た
。
そ
の
内
容

構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序　

論

第
一
章　
「
小
上
海
」
：
無
錫
の
都
市
化

第
二
章　

無
錫
有
力
者
と
社
会
資
本
：
郷
村
の
都
市
化

第
三
章　

地
元
有
力
者
と
国
家
：
軍
閥
時
代
の
無
錫
運
営

第
四
章　

廃
県
為
市

第
五
章　

国
民
党
国
家
と
地
方
社
会
資
本

第
六
章　

結
び
付
く
都
市
：
同
郷
団
体
、
移
住
、
災
害
救
助

第
七
章　

生
糸
：
占
領
下
無
錫
の
経
済
復
興

第
八
章　

瓦
礫
の
効
用
：
街
と
郷
村
の
再
建

第
九
章　

軍
事
化
さ
れ
た
環
境
：
日
常
生
活
へ
の
日
本
の
衝
撃

結　

論　

　

無
錫
勃
興
の
原
動
力
は
太
平
天
国
鎮
圧
後
か
ら
再
建
さ
れ
た
養
蚕
製

糸
業
で
あ
り
、
製
糸
工
場
の
経
営
、
そ
こ
に
供
給
す
る
原
料
繭
の
買
い

付
け
事
業
で
財
を
な
し
た
の
は
、
周
舜
卿
や
上
述
の
薛
南
冥
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
養
蚕
製
糸
業
に
従
事
す
る
工
場
労
働
者
が
消
費
す
る
主
食

を
供
給
す
る
製
粉
業
、
米
取
引
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
着
用
す
る
衣
服
を

供
給
す
る
綿
工
業
で
財
を
な
し
た
の
が
栄
宗
敬
と
い
っ
た
地
元
有
力
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
今
更
説
明
の
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
。
こ
う
し
た
軽
工
業
と
商
業
的
農
業
の
発
達
に
よ
っ
て
無
錫
は

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
繁
栄
の
絶
頂
期
を
迎
え
た
。

だ
が
、
こ
の
経
済
的
繁
栄
は
、
数
多
く
の
工
場
労
働
者
を
徹
底
的
に
管

理
搾
取
す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
た
。
本
書
三
三
頁
に
は
、
そ
の
一
例

と
し
て
申
新
第
三
紗
廠
労
働
者
の
起
床
か
ら
就
寝
に
至
る
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
生
活
管
理
の
実
態
が
記
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
一
人
一
人

に
は
ベ
ッ
ド
と
洋
服
ダ
ン
ス
が
支
給
さ
れ
、
朝
食
時
間
は
朝
五
時
二
〇

分
、
昼
食
は
一
一
時
一
〇
分
、
そ
し
て
夕
食
は
六
時
二
五
分
か
ら
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
食
事
時
間
中
も
過
度
の
会
話
や
談
笑
は
厳
禁
、
食
べ

た
肉
の
骨
を
床
に
食
べ
散
ら
か
す
こ
と
も
禁
止
。
消
灯
時
間
後
は
音
を

立
て
る
こ
と
は
御
法
度
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
毛
沢
東
時
代
を
思
わ
せ
る

す
さ
ま
じ
い
管
理
統
制
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
厳
重
に
管
理
統
制
さ
れ
た
工
場
労
働
者
の
労
力
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
富
を
、
無
錫
の
有
力
者
は
何
に
使
っ
た
の
か
。
彼
ら
は
こ
れ

を
上
下
水
道
設
備
に
代
表
さ
れ
る
社
会
資
本
に
費
や
し
た
だ
け
で
な

く
、農
村
へ
の
機
械
設
備
（
そ
の
典
型
例
は
開
弦
弓
付
近
へ
の
動
力
ポ
ン
プ
）

の
導
入
、
さ
ら
に
は
一
九
二
九
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
の
電
灯
の
普

及
と
い
っ
た
社
会
資
本
整
備
だ
け
で
な
く
、
太
湖
周
辺
の
自
然
環
境
を

整
備
し
て
こ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
も
費
や
し
た
。

お
か
げ
で
無
錫
は
、
一
九
三
〇
年
代
末
期
に
は
、
そ
の
都
市
環
境
、
景
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観
が
一
変
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
地
元
出
身
の
有
力
実
業
家

が
上
海
を
経
由
し
て
海
外
市
場
と
結
び
つ
い
て
利
益
を
得
ら
れ
た
お
か

げ
で
あ
る
（
第
二
章
）。

　

こ
う
し
て
地
元
出
身
の
有
力
実
業
家
の
努
力
に
よ
っ
て
無
錫
が
際

立
っ
た
存
在
に
な
る
と
、
権
力
者
も
こ
れ
を
放
っ
て
お
か
な
く
な
る
。

一
九
二
〇
年
代
の
江
浙
戦
争
勃
発
を
き
っ
か
け
に
、
当
時
の
中
国
に
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
行
政
機
構
が
上
海
工
部
局
し
か
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
北
京
政
府
は
一
九
二
一
年
に
市
自
治
法
を

制
定
し
た
が
、
そ
れ
は
一
九
二
七
年
ま
で
絵
に
描
い
た
餅
に
す
ぎ
ず
、

無
錫
自
治
政
府
の
責
任
が
規
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
八
年
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
無
錫
市
政
準
備

處
で
、
彼
ら
は
乏
し
い
予
算
、
産
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
規
模
だ
け
は

拡
大
し
た
無
錫
の
都
市
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
粉
骨
砕
身
の
努
力
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
残
し
た
最
大
の
業
績
は
、
恵
山
公

園
の
整
備
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
都
市
拡
張
計
画
が
具
体
化
し
て

く
る
と
、
建
築
許
可
を
求
め
る
申
請
が
彼
ら
の
許
に
殺
到
し
た
。
申
請

者
は
一
日
で
も
早
く
認
可
を
勝
ち
取
ろ
う
と
、
賄
賂
を
使
い
、
お
か
げ

で
土
地
・
建
築
紛
争
が
あ
ち
こ
ち
で
頻
発
し
た
。
無
錫
市
政
準
備
處
は
、

住
民
、
水
陸
運
業
者
・
企
業
か
ら
の
徴
税
、
新
聞
・
広
告
・
ポ
ス
タ
ー
・

宣
伝
規
制
な
ど
か
ら
得
た
財
政
収
入
だ
け
を
頼
り
に
都
市
の
美
観
を
整

え
、
公
衆
衛
生
を
改
善
す
る
た
め
に
大
変
な
努
力
を
重
ね
た
（
第
三
章
、

第
四
章
）。

　

し
か
し
、
地
元
有
力
者
主
導
に
よ
る
都
市
環
境
の
整
備
は
、
一
九
三

〇
年
二
月
二
〇
日
の
県
政
府
行
政
委
員
会
の
誕
生
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎

え
た
。
こ
こ
か
ら
日
中
戦
争
ま
で
は
、
第
一
区
政
局
が
都
市
化
事
業
を

推
進
し
た
。
彼
ら
は
、
社
会
資
本
の
整
備
、
公
衆
衛
生
の
改
善
、
住
民

と
土
地
の
登
記
、
警
察
機
構
の
整
備
、
さ
ら
に
産
業
促
進
と
同
時
に
、

目
前
に
迫
っ
た
日
本
と
の
戦
争
に
備
え
た
灯
火
管
制
体
制
の
整
備
、
飲

料
水
の
確
保
体
制
も
万
全
に
し
て
い
た
。
彼
ら
が
手
本
と
し
て
い
た
の

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
資
本
整
備
事
業
で
、
こ
れ
は
国
民
党
が
立

案
し
た
計
画
を
地
方
政
府
が
実
行
す
る
と
い
う
体
制
と
な
っ
て
実
現
し

た
。
こ
の
体
制
で
実
現
し
た
の
が
道
路
開
発
事
業
、
一
九
三
一
年
の
洪

水
被
害
実
態
調
査
、
ド
イ
ツ
企
業
と
の
合
辦
事
業
に
よ
る
電
力
普
及
事

業
で
あ
る
（
第
五
章
）。

　

し
か
し
全
て
の
都
市
整
備
事
業
が
政
府
官
僚
の
力
だ
け
で
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。一
九
三
一
年
の
洪
水
な
ら
び
に
第
一
次
上
海
事
変
以
降

の
被
災
者
救
済
へ
の
財
源
は
、
南
京
、
蘇
州
、
上
海
に
暮
ら
す
無
錫
出

身
の
実
業
家
や
同
郷
団
体
か
ら
の
寄
付
に
依
存
し
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た（
第
六
章
）。つ
ま
り
、
官
僚
主
導
と
は
言
っ
て
も
、
一
九
三
〇

年
以
来
の
無
錫
の
都
市
行
政
と
は
結
局
、
政
府
官
僚
と
地
元
有
力
者
に

よ
る
二
重
統
治
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
構
造
は
、
国
民
党
政
府
官
僚
に
代
わ
っ
て
日
本
軍
占
領
統
治
下
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で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
基
幹
産
業
で
あ
る
養
蚕
製
糸
業
は
、
日

本
企
業
と
の
合
辦
と
い
う
形
を
と
っ
て
復
旧
が
な
さ
れ
た
。
会
社
経
営

は
日
本
人
、
工
場
管
理
と
原
料
繭
調
達
は
中
国
人
と
い
う
二
重
経
営
構

造
を
と
っ
た
も
の
の
、
日
中
戦
争
の
激
化
、
日
米
開
戦
に
よ
っ
て
養
蚕

製
糸
業
が
不
景
気
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
経
営
の
実
権
を
中
国
側
が
担

う
割
合
が
増
し
て
い
っ
た
と
い
う
（
第
七
章
）。

　

一
方
、
都
市
行
政
は
、
孫
文
の
思
想
に
共
鳴
す
る
汪
兆
銘
傀
儡
政
権

の
下
で
も
進
展
し
て
い
た
。
尤
も
、
傀
儡
政
権
の
都
市
行
政
に
協
力
す

る
こ
と
は
、
暗
殺
の
危
険
を
覚
悟
の
上
で
な
け
れ
ば
で
き
る
こ
と
で

は
な
く
、
事
実
楊
寿
桐
の
よ
う
な
犠
牲
者
も
出
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、

一
九
三
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
復
興
は
進
み
、
人
口
増
加
に
伴
っ
て

住
宅
需
要
も
増
加
し
た
と
い
う
（
第
八
章
）。
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、

傀
儡
政
権
統
治
下
の
無
錫
住
民
生
活
に
何
の
変
化
も
な
か
っ
た
よ
う
に

見
え
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
実
態
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
楊
寿
桐

暗
殺
後
、
傀
儡
政
権
は
新
四
軍
対
象
の
清
郷
作
戦
を
実
施
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
住
民
移
動
、
物
流
制
限
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
住
民
は
日
常
物

資
の
不
足
、
消
費
物
価
高
騰
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
（
第
九
章
）。

　

以
上
が
、
本
書
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
著
者
の
関
心
は
、
清
末
以
来

の
都
市
環
境
整
備
の
発
展
度
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
あ
り
、
本
書
全
体
を

通
じ
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
社
会
資
本
の
整
備
の
み
な
ら
ず
第

二
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
太
湖
周
辺
地
域
の
観
光
資
源
化
な
ど
は
、
従

来
の
中
国
都
市
発
達
史
研
究
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
局
面
で
あ
り
、

非
常
に
興
味
深
い
。
そ
の
反
面
、
社
会
資
本
整
備
、
都
市
環
境
改
善
の

財
源
を
も
た
ら
し
て
い
た
は
ず
の
養
蚕
製
糸
業
や
関
連
産
業
を
経
営
し

て
い
た
地
元
有
力
者
の
活
動
、
彼
ら
が
上
海
の
在
華
外
国
企
業
と
ど
の

よ
う
な
関
係
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
か
。
あ
る
い
は
彼
ら
が
無
錫
の
発

展
の
た
め
に
、
軍
閥
官
僚
か
ら
汪
兆
銘
傀
儡
政
権
や
日
本
軍
占
領
当
局

に
至
る
歴
代
権
力
者
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
如
何
に
腐
心

し
て
い
た
の
か
が
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
肩
す
か

し
を
食
ら
っ
た
印
象
は
否
め
な
い
。
清
朝
か
ら
日
本
軍
占
領
当
局
に
至

る
ま
で
の
歴
代
権
力
者
と
地
元
有
力
者
が
組
織
す
る
地
方
行
政
組
織
と

の
関
係
は
、
そ
の
ま
ま
王
朝
時
代
研
究
以
来
の
伝
統
で
あ
る
国
家
権
力

と
地
方
有
力
者
が
組
織
す
る
中
間
団
体
と
の
関
係
の
対
象
と
な
る
。
民

国
期
の
上
海
だ
と
、
両
者
の
関
係
は
西
洋
の
研
究
者
の
関
心
を
引
き

（
例
え
ばM

arie-C
laire Bergère translated by Janet Lloyd, Shanghai: 

China's G
atew

ay to M
odernity, Stanford U

niversity Press, 2009, pp. 
221-4

）
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
研
究
主
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
著
書
は
こ
の
問
題
に
驚
く
ほ
ど
無
関
心
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、歴
代
権
力
者
に
い
か
に
う
ま
く
取
り
入
っ
て
、

自
己
の
生
命
と
財
産
、
名
声
を
保
つ
か
に
腐
心
す
る
地
元
実
力
者
の
行

動
に
、
著
者
が
ま
る
で
関
心
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
通
じ
る
。
評
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者
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
無
錫
の
有
力
実
業
家

は
実
に
興
味
深
い
人
間
集
団
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
ほ
ど
、
時
代
の

流
れ
を
巧
み
に
乗
り
切
り
、
体
制
変
動
を
う
ま
く
泳
ぎ
切
っ
た
人
間
集

団
は
他
に
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
栄
家
の
よ
う
に
、
共
産
党
体
制
に
あ

り
な
が
ら
も
そ
の
実
力
を
温
存
し
、「
中
国
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
」
と

ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
い
政
治
力
を
持
っ
た
人
間
が
な
ぜ
こ
の
街
か
ら

生
ま
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
著
者
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
都
市
化
」
の
進
展
を
可
能

に
し
た
地
方
財
政
機
構
に
も
言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。

（
も
と
の
・
え
い
い
ち　

早
稲
田
大
学
）

in
fo

r
m
a
tio

n

『
三
田
文
學
』
第
一
三
二
号　

冬
季
号

特
集　

破
局
か
ら
…

評
論　

加
藤
典
洋　

一
八
六
八
年
と
一
九
四
五
年

　
　
　
　
　
　
　

―
―
福
沢
諭
吉
の「
四
年
間
の
沈
黙
」

小
説　

荻
野
ア
ン
ナ　

虹
の
行
方

詩　
　

ni_ka　

Ａ
Ｒ
詩　

喪
の
限
界
へ
、
わ
た
詩
は
浮
遊
す
る

イ
ン
タ��

ビ
ュ
ー　

玄
侑
宗
久　
［
聞
き
手
］
関
根
謙　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

破
局
が
生
ん
だ
ゆ
ら
ぎ
―
―
玄
侑
宗
久
『
竹
林
精
舎
』

評
論　

郷
原
佳
以　

指
呼
詞
を
折
り
襲
ね
る
―
―
『
怪
物
君
』
の
歩
行

　
　
　

福
島
泰
樹　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
歌
―
―
「
記
憶
の
物
証
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

鎌
田
東
二　

グ
リ
ー
フ
と
ウ
ソ
つ
く
心
と
い
う
魔
法
の
杖

　
　
　

松
田
正
隆　

破
局
を
上
演
す
る
―
―
マ
レ
ビ
ト
の
会
の
活
動
か
ら

　
　
　

石
見
舟　
「
仕
損
じ
る
」演
技
術
―
―
演
劇
が
破
局
に
呼
応
す
る
た
め
に

　
　
　

菊
池
信
太
郎　

物
言
え
ぬ
子
ど
も
に
寄
り
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
福
島
の
子
ど
も
を
日
本
一
元
気
に
！

　
　
　

竹
原
陽
子　

原
民
喜
の
死
―
―
原
爆
以
後
を
生
き
る

　
　
　

海
老
原
豊　
「
あ
の
戦
争
」
と
「
こ
の
戦
争
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
こ
う
の
史
代
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』

　
　
　

粂
川
麻
里
生　

渡
良
瀬
に
立
つ
フ
ァ
ウ
ス
ト
―
―
正
造
、
諭
吉
、
漱
石

対
談　

余
華
×
飯
塚
容　

　
　
　
　

嵐
、
そ
の
前
後
―
―
中
国
現
代
小
説
の
直
面
す
る
状
況
を
め
ぐ
っ
て

［
A
５
判
、
三
田
文
学
会
、
本
体
九
〇
七
円
＋
税
］
＊
東
方
書
店
に
て
取
扱
い
中 


